



















ロ)パルス照射で明期比率 0.1 、 0.2 に設定し、同じくファンで冷却した場合、しなかった場合
について調べた。このときの室温は 19 "Cで、測定方法としては、フォトダイオード(浜松フォト
ニクス S-1337) を LEDパネルの真下に設置し、その出力を、デ、ジタルマルチメータ (sanwaPC-l 00) 
から、コンビュータに取り組み、栽培の日長時間に合わせ、 12 時間モニターした。同時にデジタ
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図 1. L E Dパネルの光出力の時間変化
降下)特性が変化し 5) ， 6) 、 1 Fが増加する。 1 Fが増加すると、さらに可(接合部の温度)が高く
なり 1 F も増加し、そして温度上昇が落ち着き平衡状態になるまで増加している。その後は安定な
状態が続いている。 1 Fの増加は 920mA"'- 1133mAであった。
冷却した場合は、温度上昇(19oC'"'-' 20 OC) がほとんどなく、光出力も安定している。















培用肥料として f大塚ハウス 1 号、 2 号」
が市販されており、それを適当な濃度に
薄めて使用した。














今回の栽培実験でも種まきからはじめた。 11 月にもなると寒い日は実験室の室温も 10 "cも下回
るようになり、発芽には好条件とはいえない。そこで発砲スチロールの保冷庫で簡単な発芽装置を
製作した。発砲スチロールの箱の中









10cm 高さ 3cm 厚さ 3mm 程度のス
ポンジで巻き(このときスポンジに
根の通り道をつけておく必要があ 図 3. リーフレタスの定植
??可
t
る)今度は数 cm の高さに切った牛乳パックを用意し、濃度 1000 倍以上の薄い養液に浸した。 4
""""5 日後、細い根がスポンジの下から 2"""" 3cm 伸びた頃を見計らって、先ほど述べた水耕栽培装
置に、 6 本定植した。図 3. にその状態を示す。
栽培条件として、以下の 6項目を定め栽培実験をはじめた。






大塚ハウス 1 号 225g を 1500cc に溶かす。 2 号は 150g を 1500cc に溶
かす。これを原液として使用。
サーモスタット付きヒーターで 18 "cに保った。
連続照射とパルス(明期比率 0.2 パルス幅 2msec) 照射
タイマーで制御し、朝 6 時から夕方 6 時までの 12 時間
昼間で 18"""" 23 oc、夜間 13 ......., 15 oc 






































固定反応から成り立っている。明反応には水晶O から水素 H+を取り出し NADPH (還元剤)をっ
くり、またそのときにできるエネノレギーを使って、 ATP (化学エネルギー)を合成する。これらの
二つの機能を備えている。炭酸固定反応では、明反応で作られた NADPH と ATP を用いてカルピ
ン回路を通し、二酸化炭素や水が取り入れられ糖が合成される帆，10)。強い光が照射されれば、明反




パネルは、(1個 15，000mcd、波長 644nm) の LED 450 個から成っており、パネル面下 30cm での


















個 200 円していたのが、需要の増加により、今年度は 95 円と値下がりしてきており、これらの点
も植物工場にとって非常に有利な点で、ある。
6. 今後の課題
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